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No.13 木内利明 , 坂本純一 , 塚本泰司 , 赤座英之 , 窪田吉信 , 大園誠一郎 , 金武　洋 , 田口鐡男 , 
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No.17 山本貴大 , 宮永直人 , 常樂　晃 , 及川剛宏 , 関戸哲利 , 樋之津史郎 , 河合弘二 , 島居　徹 , 

 赤座英之 :

前立腺癌患者の骨密度における分泌療法の影響（ポスター）
第 96回日本泌尿器科学会総会（横浜）4月 , 2008

No.18 高岡栄一郎 , 河合弘二 , 常樂　晃 , 及川剛宏 , 関戸哲利 , 樋之津史郎 , 宮永直人 , 島居　徹 , 

 赤座英之 :

上部尿路上皮内癌に対する BCG上部尿路注入療法の検討（ポスター）
第 96回日本泌尿器科学会総会（横浜）4月 , 2008

No.19 関戸哲利 , 河合弘二 , 樋之津史郎 , 島居　徹 , 赤座英之 :

広汎子宮全摘術後の排尿筋過活動は排尿筋機能の回復を反映するか？（ポスター）
第 96回日本泌尿器科学会総会（横浜）4月 , 2008

No.20 島居　徹 , 赤座英之 :

転移性腎非淡明細胞癌の治療戦略「転移性非淡明腎細胞癌に対する分子標的治療の現状 

―米国臨床腫瘍学会の報告を中心に―」（シンポジューム）
第 96回日本泌尿器科学会総会（横浜）4月 , 2008

No.21 島居　徹 , 赤座英之 : 

新薬総括 :新薬を理解しどう使い分けるか「再燃前立腺癌におけるドセタキセル治療の現
状」　（ワークショップ）

第 96回日本泌尿器科学会総会（横浜）4月 , 2008

No.22 河合弘二 , 赤座英之 :

これが BCG膀胱内注入療法の作用機序  「BCG膀注療法の作用機序―長期再発予防効果を
中心に」（ワークショップ）

第 96回日本泌尿器科学会総会（横浜）4月 , 2008

No.23 Kojima T, Shimazui T, Hinotsu S, Oikawa T, Kawai K, Horie R, Michiue T, Asashima M, Uchida K, 

Akaza H:

DECREASED CXXC4 EXPRESSION CORRELATES METASTASIS AND POOR SURVIVAL  

IN RENAL CELL CARCINOMA

AUA Annual Meeting (Orlando) May, 2008

No.24 Anai S, Tanaka M, Valasco M, Saito K, Tomioka A, Ikeda T, Yoshikawa K, Shimazui T, Kondo E, 

Hirao Y, Uemura H:

A novel p16 peptide therapy radiosensitizes prostate cancer

AUA Annual Meeting (Orlando) May, 2008

No.25 Petrylak DP, Akaza H (Panelists):

MEDICAL TREATMENT TO CANCER -WHO DOES IT-?

AUA/JUA joint conf. (Orlando) May, 2008
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No.26  Terasaki M, Noguchi M, Naito S, Uemura H, Akaza H, Sibui S, Fujimaki T, Aoki T, Itoh K:

<Poster Session> Phase I trial of personalized peptide vaccine for HLA-A24 positive patients 

with advanced cancer

44th ASCO Annual Meeting (Chicago) May, 2008

No.27 Uemura H, Shinohara N, Naito S, Akaza H:

<Publication Only> A phase II study of the efficacy and safety of sunitinib in treatment-naive and 

pretreated Japanese patients (pts) with metastatic renal cell carcinoma (mRCC)

44th ASCO Annual Meeting (Chicago) May, 2008

No.28 Naito S, Tsukamoto T, Murai M, Fukino K, Nakajiima K, Akaza H:

<Publication Only> Clinical benefits of long-term use of sorafenib in Japanese patients with 

unresectable renal cell carcinoma (RCC)

44th ASCO Annual Meeting (Chicago) May, 2008

No.29  Akaza H, Hinotsu S, Usami M, Arai Y, Kanetake H, Naito S, HiraoY, Study Group for the Combined 

androgen blockade therapy of Prostate Cancer:

<Poster Discussion> Extended analyses: Combined androgen blockade (CAB) therapy with 

bicalutamide vs. luteinizing hormone-releasing hormone agonist (LHRHa) monotherapy in 

Japanese men with untreated advanced prostate cancer

44th ASCO Annual Meeting (Chicago) May , 2008

No.30 島居　徹 :

進行腎癌に対する新たな分子標的薬の現状と今後の展開
第 33回外科系連合学会（東京）6月 , 2008

No.31 Carroll PR, Akaza H:

<Satellite Symposium> Can the past predict the future in prostate cancer management? 

British Association of Urological Surgery (BAUS) (London) June , 2008

No.32 池田篤史 , 嘉本寛江 , 遠藤　剛 , 河合弘二 , 及川剛宏 , 宮永直人 , 島居　徹 :

非セミノーマ stageⅠ経過観察中に骨転移をきたした症例
第 76回日本泌尿器科学会茨城地方会（つくば）6月 , 2008

No.33  山崎一恭 , 中嶋智美 , 大森　圭 , 小野澤瑞樹 , 常樂　晃 , 関戸哲利 , 樋之津史郎 , 島居　徹 , 

 赤座英之 :

鼠径部に発生した悪性線維性組織球症の 1例
第 76回日本泌尿器科学会茨城地方会（つくば）6月 , 2008

No.34 末富崇弘 , 石川　悟 , 及川剛宏 , 関戸哲利 , 島居　徹 , 赤座英之 :

男性機能外来の現状
第 76回日本泌尿器科学会茨城地方会（つくば）6月 , 2008

No.35 宮永直人 , 樋之津史郎 , 塚本　定 , 堤　雅一 , 石川　悟 , 大谷幹伸 , 菊池孝治 , 西嶋由貴子 , 

 島居　徹 , 赤座英之 :

前立腺癌の内分泌療法治療例を対象とした緑茶抽出物（GTE）の多施設共同試験
第 17回日本腎泌尿器疾患予防医学研究会（盛岡）7月 , 2008
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No.36 山本貴大 , 河合弘二 , 及川剛宏 , 関戸哲利 , 樋之津史郎 , 宮永直人 , 島居　徹 , 赤座英之 :

精巣腫瘍脳転移症例の臨床的検討（口演）
第 73回日本泌尿器科学会東部総会（東京）9月 , 2008

No.37 小野澤瑞樹 , 宮永直人 , 樋之津史郎 , 常樂　晃 , 及川剛宏 , 関戸哲利 , 河合弘二 , 島居　徹 , 

 赤座英之 :

浸潤性膀胱癌に対する膀胱温存療法後の再発に関する検討（口演）
第 73回日本泌尿器科学会東部総会（東京）9月 , 2008

No.38 宮永直人 , 赤座英之 :

膀胱温存療法（シンポジウム）
第 73回日本泌尿器科学会東部総会（東京）9月 , 2008

No.39 Onozawa M, Miyanaga N, Hinotsu S, Joraku A, Oikawa T, Sekido N, Kawai K, Shimazui T, 

 Akaza H:

Analysis of tumor recurrence after bladder-preserving therapy for muscle-invasive bladder cancer

第 25回日韓泌尿器科会議 （岡山） 9月 , 2008

No.40 池田篤史 , 遠藤　剛 , 及川剛宏 , 常樂　晃 , 宮永直人 , 河合弘二 , 島居　徹 , 赤座英之 :

7年後に再発を来した成人発症の神経芽細胞腫の 1例
第 30回茨城医学会泌尿器科分科会

第 77回日本泌尿器科学会茨城地方会（水戸）10月 , 2008

No.41 山崎一恭 , 大森　圭 , 高岡栄一郎 , 関戸哲利 , 島居　徹 , 赤座英之 , 椎貝真成 , 森　健作 , 

 南　　学 , 渡邉　寛 :

長期尿管ステント留置中に生じた左尿管外腸骨動脈瘻の 1例
第 30回茨城医学会泌尿器科分科会

第 77回日本泌尿器科学会茨城地方会（水戸）10月 , 2008

No.42 関戸哲利 , 宮本竜之 , 池田篤史 , 遠藤　剛 , 島居　徹 , 赤座英之 : 

Single System Ectopic Ureterの 1例
第 30回茨城医学会泌尿器科分科会

第 77回日本泌尿器科学会茨城地方会（水戸）10月 , 2008

No.43 宮永直人 , 山本貴大 , 常樂　晃 , 及川剛宏 , 小野澤瑞樹 , 関戸哲利 , 樋之津史郎 , 河合弘二 , 

 島居　徹 , 赤座英之 :

前立腺癌患者の骨密度における内分泌療法の影響（パネルディスカッション）
第 30回茨城医学会泌尿器科分科会

第 77回日本泌尿器科学会茨城地方会（水戸）10月 , 2008

No.44 穴井　智 , 田中基幹 , デベラスコ・マルコ , 冨岡厚志 , 島居　徹 , 赤座英之 , 近藤英作 , 吉川一宏 , 

植村天授 , 平尾佳彦 :

p16 peptide therapy radiosensitizes in prostate cancer orthotopic model 

第 67回日本癌学会総会（名古屋）10月 , 2008

No.45 稲井広夢 , 島居　徹 , 小島崇宏 , 吉川和宏 , 田中基幹 , 穴井　智 , 植村天授 , 赤座英之 :

P16INK4A anti-tumor peptide transduction inhibits growth of MBT-2 mouse bladder tumor cell 

line graft in mice 

第 67回日本癌学会総会（名古屋）10月 , 2008
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No.46 小島崇宏 , 島居　徹 , 樋之津史郎 , 及川剛宏 , 河合弘二 , 赤座英之 , 内田和彦 :

Decreased expression of FOX01A is associated with development and progression in renal cell 

carcinoma

第 67回日本癌学会総会（名古屋）10月 , 2008

No.47 宮永直人 , 常楽　晃 , 及川剛宏 , 小野澤瑞樹 , 関戸哲利 , 樋之津史郎 , 河合弘二 , 島居　徹 , 

 赤座英之 :

限局性前立腺癌に対する陽子線治療
第 4回泌尿器腫瘍放射線研究会（名古屋）11月 , 2008

No.48 赤座英之 :

あなたにとって最適な治療法は？（特別講演）
いばらき前立腺がんフォーラム（水戸）11月 , 2008

No.49 藁谷恵里華 , 澤辺光代 , 山岡洋美 , 助川みや子 , 萩原庸子 , 及川剛宏 , 島居　徹 , 赤座英之 :

在宅療養を希望する患者への支援
第 20回茨城老人泌尿器科研究会（水戸）11月 , 2008

No.50 及川剛宏 , 河合弘二 , 島居　徹 , 赤座英之 :

活性化ナチュラルキラー細胞療法の早期第Ⅱ相臨床試験（ワークショップ）
第 21回日本バイオセラピィ学会学術集会総会（東京）11月 , 2008

No.51  赤座英之 :

「多施設共同研究の立場から」（シンポジウム・特別発言）
第 21回日本バイオセラピィ学会学術集会総会（東京）11月 , 2008 

No.52 赤座英之 :

膀胱癌に対する BCG膀胱内注入療法；過去・現在・未来（特別講演）
第 1回 BCG注入療法研究会（東京）11月 , 2008

No.53 小野澤瑞樹 , 山本貴大 , 宮永直人 , 常樂　晃 , 及川剛宏 , 関戸哲利 , 河合弘二 , 島居　徹 , 

 赤座英之 :

前立腺癌患者に対する内分泌療法の骨密度への影響
第 11回癌と骨病変研究会（東京）11月 , 2008

No.54 樋之津史郎 , 河合弘二 , 服部一紀 , 内田克紀 , 常楽　晃 , 小野澤瑞樹 , 及川剛宏 , 関戸哲利 , 

 宮永直人 , 島居　徹 , 赤座英之 : 

茨城県前立腺がん検診における 2次検診受診率と前立腺生検率の分析（ポスター討論）
第 24回前立腺シンポジウム（東京）12月 , 2008

No.55 赤座英之 :

泌尿器科で診断・治療されるがん：ここが重要 !!（特別講演）
CNJがん医療セミナー（東京）12月 , 2008

その他
No.1 赤座英之 :

前立腺癌に対する PADT療法：現状と将来の展望
京都府立医科大学講演（京都）1月 , 2008
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No.2 赤座英之 :

進行性腎細胞癌に対する薬物療法の今後の展望：MRに期待すること
塩野義社員向け講演会（東京）2月 , 2008

No.3 赤座英之 :

腎癌分子標的薬
Nexavar記者セミナー（東京）2月 , 2008

No.4 赤座英之 :

新たながん治療薬の話
陽子線センター・総合がん診療センター公開講座（つくば）2月 , 2008

No.5 赤座英之 :

前立腺癌内分泌療法における抗アンドロゲン剤の役割
県南薬剤師カソデックス研究会（つくば）4月 , 2008

No.6 赤座英之 :

泌尿器疾患
つくば看護専門学校（つくば）4月 , 2008

No.7 赤座英之 :

前立腺癌の治療に関するガイドラインの解説
指導医教育企画講演（横浜）4月 , 2008

No.8 赤座英之 :

腎細胞癌治療におけるスーテントの可能性
ファイザー記者発表会（東京）5月 , 2008

No.9 Moderators: Crawford DE, Naito S, Panelists: Petrylak DP, Akaza H:

MEDICAL TREATMENT TO CANCER -WHO DOES IT?-

AUA/JUA joint conf. (Orlando) May, 2008.

No.10 赤座英之 :

前立腺癌予防と腸内細菌
海外ジャーナリスト向け講演（東京）5月 , 2008

No.11 赤座英之 :

BCG膀胱内注入療法の今後の展望（ランチョンセミナー講演）
第 107回　日本泌尿器科学会　山陰地方会（鳥取）6月 , 2008

No.12 赤座英之 :

講演
ファイザ―ASCO報告テレビシンポジウム（東京）6月 , 2008

No.13 赤座英之 :

Docetaxel and other anti cancer drugs（講演）
九州前立腺癌講演会（福岡）6月 , 2008

No.14 赤座英之 :

腎細胞がんの治療の現状と将来
nexavar講演（岡山）6月 , 2008
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No.15 赤座英之 :

進行前立腺癌に対する治療戦略～泌尿器科医は何をすべきか～
京都前立腺癌講演会（京都）7月 , 2008

No.16 宮永直人 :

病期・組織型からみた治療の選択 :泌尿器がん（講演）
第 9回臨床腫瘍夏期セミナー（東京）7月 , 2008

No.17 赤座英之 :

進行性腎細胞癌治療における分子標的薬剤の役割
Phizer Urology Forum 2008（東京）8月 , 2008

No.18 赤座英之 :

前立腺がん治療の新たな選択肢―ホルモン不応性前立腺がんに対する化学療法の可能性―
ホルモン不応性前立腺がんに関する報道関係者向けプレスセミナー（東京）9月 , 2008

No.19 赤座英之 :

がん治療薬の最新情報と有害反応対策―ソラフェニブ , スニチニブ　進行性腎細胞がんへ
の応用（講演）

がん医療研修機構「第 6回　オンコロジーセミナー」（東京）9月 , 2008

No.20 赤座英之 :

教育セミナー　泌尿器科腫瘍の治療
第 46回日本癌治療学会（名古屋）10月 , 2008

No.21 河合弘二 :

精巣腫瘍の予防・診断・治療と今後（講演）
キャンサーネットジャパン・

もっと知ってほしい「泌尿器がん」のこと（東京）12月 , 2008

No.22 宮永直人 :

尿路上皮がんの予防・診断・治療と今後（講演）
キャンサーネットジャパン・

もっと知ってほしい「泌尿器がん」のこと（東京）12月 , 2008
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